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【文献紹介】

北川博史 (2005):「日本工業地域論～グローバル化と空洞化の時代～J
海青社（大津市）230頁 4,400円

本苔は．北川博史さんがこれまでに発表してきた諸論考を集大成

して研究者生活の前半を総括し．ご自身と斯学の今後の発展方向

を示唆しようという野心的な作品とお見受けする

本翡を紹介する意味はいくつかあるがそのひとつは近年におけ

る工業地理学研究の発展を烏鰍し．その見取り図を示そうというカ

作であるからだこうした学会誌に寄稿したオリジナルな論文を集

成し系統化させてあらためて大方の評価を求めるという学者とし

てごくまっとうな姿勢を高く評価できる

また． こうした真正面から問いかけるまじめでアンピシャスな著

作が必ずしも多くの読者の目に届かないような地方都市の一書店

から出版されたという快事をひろく知られぬまま時が経過してい

くことを看過しがたいこの紹介がせめてひとりでも本書の読者を

獲得するきっかけになればという願いも含まれている

本書は北川博史さんが 1997年度に広島大学に提出された学位論

文に．その後の研究成果を加えて編まれたものである

本書の意図をご自身に語ってもらうとするならば「本研究は．

企業地理学的な立場に立脚し．とくに電気機械工業分野を中心とし

て複数立地企業の事業所展開により地域がどのような影響を受け

てきたのかを解明し．戦後の日本の工業地域の実態やその変容を明

らかにしようとするものである」(p210)ということになろう

まず．本書の構成を確認しておくと．以下のようである（章題の末

尾には発表年を示してある）

序論

第 1:i;t 従来の研究と研究の現段階0999)

第2章 日本における製造業企業の立地動向(1999)

第3索 工業都市の変容からみた日本工業の立地展開(1991)

第4章 工業集積地域における工業機能の変容(1998)

第5章 企業側視点からの地域評価(1998)

第 6~ 電気機械工業の展開過程（？）

第7i;t わが国における複数立地企業の事業所展開(1992)

第8章 主要コンビュータメーカーを事例とした工場展開と機能

変化(1994)

第9章 地方企業の中国進出を事例とした海外進出の現状(2003)

第 10~ 主要コンピュータメーカーを事例としたソフトウェアの

展開(1996)

第 11章インドにおけるソフトウェア産業の展開(2000)

第 12章インドにおける IT産業の地域的変容(2004)

結論

全体は内容的には大きく 3部に分けられ．本書刊行の際にあらた

に序論と結論を書かれたものと思われる

第 1章～第 5章は．おもに工業地理学の研究動向ならびに製造企

業の立地展開などが日本規模と中京規模の空間スケールで検討され

ている

本書の中核部分をなす電気機械工業の諸問題は第 6章～第 8章．

および第 10章で詳細に論じられているおもに中国とインドのエ

業地理は第 9章．第 11cl;!', 第 12章があてられている

各章の研究目的やそこで明らかにされたこと．前後の章との関係．

つながりが意識して丁寧に敷術され読者の理解を助けるという丁

寧な本づくりになっていて北川博史さんの人柄がしのばれる大

部の著書の内容や成果を正確に要約することは評者には荷が勝ち

すぎるので 3部の中から 2.3の論点を紹介するにとどめたい

北川博史さんは第 3章(pp39-58)で．工業都市．工業機能に特化

した都市の歴史的変化から工業の立地展開の諸相を説明しようとい

う問題にとりくんでおられる

工業都市の検出のために特化係数（立地係数）を用いている特

定の都市の工業機能が全国的な平均に比して 1より大きいか小さい

かを工業従業者数を用いてn：出し．特化係数が2以上の都市を「エ

業特化都市」． 15~2.0の都市を「準工業特化都市」とするこうし

て 1972年と 1986年上位 40都市を表示しその変化から工業の立

地展開を考察する

2枚の表は多くの豊かな事実を含んでいて興味深いがこれはま

た伊藤喜栄(1986)のいう「工業都市」の検出の難しさをも表わしてい

るともいえる

問題は 3つあって 1つは市町村を単位に特化係数を計算すると．

北川博史さんが指摘するように人口規模が 3~10万という相対的

に小さい都市で高くなり（表 3-2. 3 -4)．大都市では第 3次産

業の集積もあり相対比が低下するという点である また市町村合

併があれば経済実態が変わらなくても数値は変化してしまう． 2つ

目は工業部門間の生産性格差によって工業従業者数の意味が変化す

るので時代とともに数値の意味が変わってくる． 3つ目に特化係

数による比較がより有意になるのは．工業都市の変遷をより長期的

なスパンで検討するときではないかとも思う． 1972年から 1986年

までという比較的短期間よりは明治 ・ 大正 • 昭和前期 • 戦後といっ

た質本主義発展の全期間における工業都市の変遷をみるときにより

有益ではないか．

電気機械工業の展開や立地を考察した第 6~8章はいずれも充実

した力作であるがとくに第 8章が注目されるここでは企業内の

空間的分業視点から． NECグループの事業組織の変遷生産機能

の展開が国内 • 海外ともに検討されているとくに工場間関係の

分布を時系列的に模式化した図 8-I. 図8-3などは本京にお

ける分析と叙述が総括的に図示されていて秀逸である

事業所展開の進展により地域間の格差は相互作用的に強化され

ていく そうした地域構造の動態に対する理解は企業行動の動向や

将来の予測にと って重要なファクターとなる将来の企業行動は既

存の地域構造に対する情報やイメージの評価に依存することが多

い．企業による既存の地域構造に対する評価では． 3大都市圏や旧

来からの工業地域に対する評価が高く．大都市圏から縁辺地域にい

たるにしたがって地域選好はしだいに低下することも明らかに

なっている

インドの工業発展については近年のインド南部におけるコン

ピュータ・ソフトウェア産業の興隆が報告されるにいたるまで．長

い空白期間があったように思われる ここ数年になってインドの

ソフトウェア産業が大きく成長し．アメリカを中心に世界に輸出さ

れるまでに発展してきた

地域的にば南インドのムンバイ．バンガロール．チェンナイ．

ハイダラーバード．首都のニュ ーデリーなど主要 6地域にソフト

ウェア産業が集中していることが現地調査を通して明らかにされ

ている まだオフショア生産による輸出が活発化していることも

指摘している

こうした急速な成長は 1990年代における経済自由化に端を発し．

ソフトウェア産業の育成が国家規模で推進されたことによるとい

う インドでは毎年 20万人の科学技術者が育成され．その発展の

延長にあらたにソフトウェア ・テクノロジ一 ・パークの設立を通し

てソフトウェア産業の集積地の形成が進められている第 12章

では IT産業の発展と立地といったより広範な視点から 90年代

以降のインドの工業地理が検討されている

本書の結論を短い紙幅で要領よく総括した(pp.210-212)後で． 2

つの残された課題を提示して締めくく つているひとつは企業地理

学の研究方法の精緻化にかかわる課題であり．第 2は経済環境の変

化の中で既存の生産システムの再編成に関する問題である 本轡の

サプタイトルに「グローパル化と空洞化の時代」とあるが．そうした

地球規模の環境変化に対する国内産業のシステム転換こそ．新段階

の工業地理学の課題とすべしという提言であろうか

（山本茂）
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